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ごあいさつ

ごあいさつ

長与町長　吉田　愼一

平和コンサートinながよ実行委員長　指方　浩

　本日はご来場いただき誠にありがとうございます。
　指方実行委員長をはじめ、実行委員会皆様のご尽力により、「平和コンサートinながよ」が開
催されますことを、心より感謝申し上げます。
　このコンサートは、平和の尊さ、そして戦争の惨禍の記憶を風化させることなく、コンサート
を通じて後世に引継ぎ発信していこうとの思いから開催しており、今年で18回目を迎えます。
　被爆から72年が経過し、戦争あるいは原爆の悲惨さ、むごさなど、記憶の風化が懸念されるな
か、長与町では、平和祈念事業の一環として、平和への祈りをこめた合唱や演奏、詩の朗読を行
い、音楽を通じて平和の尊さを次の世代に伝えてまいりました。
　今年も音楽に祈りを込め、平和への想いを発信していただけることに、心から感謝申し上げます。
　長与町では、核兵器の廃絶と恒久平和を願い、平成６年に「平和で安全な町」宣言を行い、そ
の後様々な平和事業に取り組んでまいりました。
　今年度は、長崎市から譲り受けた蒸気機関車の車輪の一部を平和遺構として、被爆者救援列車
第１号の出発駅である長与駅のロータリーに設置することにしております。後世に平和への思い
が伝えられますよう、是非ご家族でご覧いただきたいと存じます。
　平和コンサートも、この平和な時代だからこそ開催できることであり、この平和が永遠に続く
よう、長与町から発信してまいります。本日はお時間の許す限りごゆっくりと「平和コンサート
inながよ」をご堪能ください。
　また、ジュネス弦楽アンサンブルによる演奏曲目をテーマにした絵画を展示しておりますの
で、そちらの方もご覧いただきたいと思っております。
　結びに、本日のコンサートに出演される皆様、ご指導いただいた皆様、裏方として支えていた
だきました皆様、そして本日お越しいただいた皆様に、心より感謝申し上げます。そして、すべ
ての皆様とともに、平和の祈りが世界のあらゆる人々の心に届きますことをお祈りし、挨拶とい
たします。

　皆さん今日は「平和コンサートinながよ」にお越しくださいましてありがとうございます。この
コンサートはこれまで2000年（平成12年）のベートーヴェン交響曲第９番「歓喜の歌」の演奏
を第１回として、長崎市に隣接する被爆地として救援活動を行った長与町から平和を発信しよう
と、毎年８月にここ長与町民文化ホールで多くの人の尽力と協力のもと開催されてきました。今
日はその篤い願いを受けて子どもたちから中高生、大人までそして会場にお越しくださいました
皆様といっしょに、新たな気持ちで平和な世界を思うコンサートを持ちたいと思っています。

　今日、世界はますます混迷を深め、争いが絶えません。その中にあって音楽は私たちに何を啓
示してくれるのでしょうか。
　弦楽器講座受講生の子どもたちは「平和コンサートinながよ」出演を縁として楽器を手にし、
「♪どの花みてもきれいだな」と、美しい音色を、そしてお互いに協和する響きを求め協調しあ
う心を育み、「よろこびの歌」を練習してきました。そして皆様の声援によりステージに立ち和
を奏でられることのなんと素晴らしいことでしょう。中高生は矛盾に満ちた現実世界の中におい
て逞しく生きていこうとする、その真剣な言葉と声と音による表現は率直で私たちに真に迫って
きます。それを受けて私たちも過去を語り今を考え合い、未来に向けてこのコンサートを共に作
り共有することで恒久平和への思いを表現しようではありませんか。
　ぶつかりそして協調しあう音、リズム・旋律・ハーモニーを作り出す音符の数々、しかもどれ
一つとっても生かされていない音はない、音楽は民主主義の世界です。力と権力を持ったものが
その立場や地位を利用して、便宜を図り主張し他を圧倒するのでなく、お互いの違いを理解し合
い、ともに生きていける平和な人間社会の実現への方向性を、音符の数々が織りなす音楽の演奏
の響きの中に感じたいと思います。
　この企画を開催し続けてきた長与町に感謝の意を表します。「平和コンサートinながよ」が町
歌の歌詞にあります“♪平和な里わが町長与”から「平和で安全な町」宣言を行った長与町民の
手作りコンサートとして、世界に向けて発信され続けられることを願ってやみません。
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－核兵器の廃絶を願って－

　世界の恒久平和は、人類共通の願望である。
　現在・未来を通じて、平和で安全な町づくりを念願する私たち長与町民は、平和で安
全な郷土を築き、子孫に引き継ぐことが、今を生きる私たちに課せられた最大の責務で
ある。
 　原爆によって、長崎市とともに凄惨な被害を被った長与町は、核兵器の脅威をなくし、
世界平和と人類の恒久的な安全・生存を保持するため、非核三原則を守り、核兵器のす
みやかな廃絶と、紛争と戦争のない世界の実現を強く望むものである。
 　よって、長与町民はこの理念達成のため、誇りと責任をもって、ここに「平和で安全
な町」を宣言する。
 

　1994年9月19日
長崎県西彼杵郡長与町

「平和で安全な町」宣言

平和祈念碑「愛・二人」
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「平和コンサートinながよ」イメージイラスト提供

プ ロ フ ィ ー ル

　画家・絵本作家。長与町生まれ長与町育ち。主な著書に、『サンタクロースへの手紙』、『シーサイドライナー
～海沿いを走る電車～』（ともに福島県の「矢祭もったいない図書館手づくり絵本コンクール」にて最優秀賞を
受賞）がある。
　平和コンサートのチラシなどに使用するイメージイラストをvol.11（2010年）から提供していただいている。
本コンサートにおける、絶大な協力者である。

　木
き

村
むら
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ひとみ
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こ

プログラムVol.11表紙 プログラムVol.12表紙 プログラムVol.13表紙

プログラムVol.17表紙

in ながよ
vol.

18

Vol.18来場記念ポストカードイラスト

プログラムVol.14表紙 プログラムVol.15表紙 プログラムVol.16表紙
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　高田中学校吹奏楽部は３年生14名、２年生８名、１年生12名、計34名で顧問の中谷恵里子先生の指
導のもと、日々の音楽活動に励んでいます。
　明るく楽しく笑いが絶えない雰囲気の中にも、美しく想いをこめた音色を追求する厳しい姿勢を忘
れずに、毎日の基礎練習を大切に２、３年生が１年生に丁寧に指導しながら、音楽を創り上げています。
　さまざまな方と音楽でつながり、音楽をとおして人としての生き方を学んでいるところです。
　これからも、演奏できることへの喜びと聴いていただけることへの感謝を大切にして日々精進して
いきたいと思っています。

フルート　　　　　山下　玲奈（３）　　谷崎　凜歩（２）　　白木　友理（１）
クラリネット　　　岩永　未優（３）　　太田　陽菜（３）　　柏　菜々子（３）
　　　　　　　　　中村　心寧（２）　　竹内　莉子（１）　　ハント　雅（１）
テナーサックス　　太田　緑空（３）　　磯本しおり（１）
アルトサックス　　中野　和花（３）　　中里　仁美（２）　　吉田明日実（１）
ホルン　　　　　　吉冨　怜奈（３）　　橋村　唯花（２）　　立花　優季（１）
トランペット　　　金子　心咲（３）　　野上真理子（３）　　末吉　希望（２）　　岩永　蒼士（１）
トロンボーン　　　佐舗真里奈（３）　　岩永　大毅（１）　　松尾　　香（１）
ユーフォニウム　　若松　花音（３）　　田中　乃愛（２）　　小森　蘭々（１）
チューバ　　　　　柿本　七輝（３）　　香月　彩里（２）　　古館　実紗（１）
パーカッション　　林田　和郁（３）　　森　　美駒（３）　　平古場涼香（２）　　辻田　詩音（１）
指揮　　　　　　　中谷恵里子

長与町立高田中学校吹奏楽部

　以下、作者の言葉です。
　人との出会いは人生を変える。私にも大きな出会いがあった。出会いは人生の宝物。そしてまた、
人がこの宇宙に存在できることは奇跡的な確率。そんなことを考えながら歌詞を書いた。一人一人の
感じ方で、心をこめて歌ってくれれば、この曲が本当の意味で生きてくると信じている。
　心を込めて歌います。　　　　　

  あなたに会えて…	 作詞・作曲：山崎朋子

　3DCGアニメ映画「STAND BY ME ドラえもん」の主題歌です。ドラえもんとのび太の関係性をイメー
ジして書き下ろされています。やさしさあふれる歌詞の内容が音楽だけでも表現できれば、と思います。

  ひまわりの約束　	 作曲：秦　基博　編曲：西條太貴

　様々な分野で活躍する著名人に密着取材して構成されたドキュメンタリー番組のテーマ曲です。
ラテンのリズムに乗った勢いのある旋律が魅力です。中西弾先生との共演を楽しみに演奏します。

  情熱大陸　	 作曲：葉加瀬太郎　編曲：天野正道

演 奏 曲 目

メ ン バ ー

（　）内は学年
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「平和の詩」朗読

あの日を境に変わってしまった
この町の全て
何もかもが失われたこの町で
ただ一つ残った

「生きる」「生きたい」
という願い
果てしない絶望と失望の中で
あの日願った

「生きる」ということ

七十年以上の時を経た今も
あの日の願いが僕たちの心に
何かをつたい、伝わってくる

あの日、あの時の願いを
忘れることなく未来へ伝えていきたい

このさきもずっと
「生きる」ということを

道のすみっこに花が咲いていた。
すこしだけ、心がおだやかになった。

その花にちょうが寄ってきた。
さっきよりも、もっと心がおだやかになった。

すると次はその花とちょうに子どもが近づいてきた。
すごく楽しそうにはしゃいでいた。
その様子を見ていた大人達も近づいてきた。

そこはたくさんの笑顔であふれていた。
道のすみっこに花が咲いている。
そんな日常の一部がとても温かく感じた。

そういう花がこれから増えていきますように。
そして花が増えて、「戦争」という言葉がなくなっ
て、平和になってほしいと願わなくていい世界に
なりますように。

「平和」という言葉からどんな世界を思い浮かべる
だろう。「争いのない世界」「地位や人種によって差
別されることのない世界」「一人ひとりが自由で幸
せに生きていける世界」きっと世界中の誰もが願っ
ている「理想の世界」。
でも「現実の世界」はどうだろう。「争いが絶えない
世界」「地位や人種によって差別される世界」

「自由を奪われ幸せに生きていけない世界」私たちの
知らない所で何万という人々が苦しみ、死んでいく。

「平和な世界」を目指して、私たちにできることは
なんだろう。一人ひとりが考えていこう。たとえ一
人の力は小さくても、それが集まり何万となれば、
世界を変えるほどの大きな力になる。今、私たちの
手で世界を変えていこう。「平和な世界」へと。

手をつなごう
手のひらいっぱい広げて
まっすぐ腕をのばそう

かたく閉ざした拳とは
きっとわかり合えないから

手をつなぐと見えてくる
認めること
信じること
共に生きること
愛し合うこと

この温
ぬ く

もりは全ての境界を越えて
きっと平和のとりでとなる

両手に想
お も

いをたくして、伝えるために
手をつなごう

願いを継ぐ
長崎県立長崎北陽台高等学校　今野航太朗

花と笑顔
長崎市立長崎商業高等学校　川口　哉美

「平和な世界」を目指して
長崎市立長崎商業高等学校　岩井　綾香

手をつなごう
長崎県立長崎北陽台高等学校　森﨑　鈴乃
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「平和の詩」掲載

八月九日　十一時二分
雲一つない、すみわたった青空に
今年もサイレンが鳴りひびく
もう二度と同じことを繰り返さないように
戦争によって大切な人を失わないように
これから大人になる私たちが
昔の日本におきたことを忘れないように
みんな目をとじ、それぞれの思いを胸に
一分間　静かに平和を祈る
私はもう二度と戦争が起きないように
世界中の人々が平和に生活できるように
今の幸せに感謝して
今年もまた　平和を願う
雲一つない　すみわたった青空に
平和と自由をうったえたサイレンが
今年も鳴りひびく

「戦争をしない」難しいことだろうか。
「仲良くする」難しいことだろうか。
「差別をしない」難しいことだろうか。
戦争がなく世界中の皆が安心して
暮らせる時はいつになったらくるだろう。
あの日。たった一発の爆弾で
たくさんの命がうばわれた。
決して忘れてはいけない。あの日のことを。
何の罪もないのになぜだろう
あの一発でたくさんの人の未来まで
失われた。
未来をつなぐ第一歩。
まずは友達と仲良くする
争いなんてもったいない
自分と人を大切に
それが今の私達にできること。
明るい未来をつくるため。
もうあの日には戻さない。

あなたは忘れていませんか

長崎の過去を

昔のことだと思って

忘れていませんか

あのような出来事は

いつ起きてもおかしくはない

身近なことだと思って

常に覚えていてください

あなたは忘れていませんか

朝起きると「おはよう」と言ってくれる人がいる。
朝早くお弁当を作ってくれる人がいる。

「いってらっしゃい」と見送ってくれる人がいる。
一緒に学校に行ってくれる人がいる。
教室に入ると「おはよう」と声を掛けてくれる人
がいる。
一緒に話してくれる人がいる。

「髪、切ったんだね」と自分の変化に気付いてく
れる人がいる。

「おかえり」と温かく迎えてくれる人がいる。
温かい食事を作って待っていてくれる人がいる。

「おやすみ」と声を掛けてくれる人がいる。

ありふれた幸せに気付けたのなら。
思いやりに気付けたのなら。
世界はきっと変わる。
平和へ一歩ずつちょっとずつ近づいていけます
ように。

サイレン
長崎市立長崎商業高等学校　笹浦あや乃

明るい未来をつくるため
長崎市立長崎商業高等学校　萬屋　玲奈

八月九日
長崎県立長崎北陽台高等学校　野村　葉月

幸せ
長崎県立長崎北陽台高等学校　加藤　優夏
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笑っていられる今日の日に
私は貴方の顔を見る
笑っていられる今日の日に
私は貴方の幸を願う

笑っていられる今日の日が
今日で終わってしまわぬよう
笑っていられる今日の日が
これから先も続くよう

人の心の温
ぬ く

もりが、眩しい笑顔を作り出す
人の笑顔の温

ぬ く

もりが、平和な日々を作り出す

笑っていられる今日の日は
いつか世界を変えて行き
笑っていられる今日の日は
いつか変わらぬ平和を手に入れる

笑っていられる今日の日に
私が貴方を笑わせたい

平和な世界をつくるには
勇気の心が必要だ

いじめられてる人を助けるには
勇気の心が必要だ

一度勇気を出した人は
何も恐れずに前へ進める
勇気をまだ出せていない人は
何かを恐れて前へ進めずにいる

一つの勇気が自分を変える
一つの勇気があなたを変える

笑っていられる今日の日に
長崎県立長崎北陽台高等学校　吉田　有希

勇気の心
長崎市立長崎商業高等学校　平尾　優衣
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　長与町内外で活動している長与プラーム混声合唱団・オレンジハーモニー・高田コールファミリエ・
コーロあやめ・長崎アカデミー男声合唱団の各合唱団団員有志がコンサートの趣旨に賛同し、平和の
ハーモニーを発信しようと「平和コンサートinながよ」合唱団として毎年５月に新たに結成されます。
毎週土曜日に集まり、それぞれの曲で歌われる歌詞の願いとともにその合唱の響きの中に「調和の世
界」への思いを皆で確認し、一人ひとりのパートの音そして合唱の和音を確かめ合って８月に向かっ
て練習を重ねてきました。思いを一つに「活気あふれる和の合唱」をお届けします。

「平和コンサートinながよ」合唱団

　チェコの国民的作曲家スメタナによる連作交響詩「わが祖国」第２曲に基づく合唱曲で「モルダウ
の流れ」として多くの人に親しまれています。作曲家の岩河三郎がアレンジしたこの作品は、水のし
ぶきや渦の描写、季節の物事、人々の営み・喜びが感情豊かに表現されており、中高生により合唱祭・
校内合唱コンクールなどで歌われています。　　　　　

モルダウ	 作曲：B.スメタナ　作詞：岩河三郎　編曲：岩河三郎

　「私の生まれ故郷カタルーニャの小鳥たちは、青い空に飛び上がるとpeace、peace といって鳴くの
です」世界国際平和デーに国際連合本部での演奏会で、平和を希求するメッセージの曲として世に広
めたチェロ奏者P.カザルスの言葉です。これまで「平和コンサートinながよ」でもチェロの独奏によっ
て演奏されてきました。昨年、この願いを継承し歌い伝えるために混声四部合唱に編曲し初演しまし
た。今年はヴァイオリンの助奏と伴に平和への思いをよせて鳥の歌声を聞き歌いたいと思います。

鳥の歌　カタルーニャ民謡	 編曲：P.カザルス　作詞：長田好弘　合唱編曲：指方浩

　NHK全国学校音楽コンクール中学校の部課題曲として地球環境をテーマに片岡輝により作詞され、
大熊崇子により作曲されたこの曲は、「乾ききった大地に一本の苗を植えよう」、「平和と夢を託して」
と訴えるメッセージソング的な合唱曲です。大切なものを次の世代にしっかり手渡し、これからを作
り出していく世代と共に歌いたいと思います。「平和コンサートinながよ」合唱団・長崎北陽台高等
学校合唱部と合同で歌います。

予感	 作詞：片岡輝　作曲：大熊崇子

　カンタータ「土の歌」としてオーケストラと混声合唱により初演されて以来、半世紀以上にわたり
多くの人に歌われてきました。７つの楽章より出来たこの組曲は、土への感謝、戦争への怒り・悲し
み、平和への祈りが表現されており、中でも終楽章の「大地讃頌」は中学校校内合唱コンクールの課
題曲となったり、卒業式でも全体合唱として歌われています。私たちを生み育ててきた大地の声に耳
を傾け、平和で確かな道を歩んで生きてゆけるよう祈りを込めて歌います。

大地讃頌	 作詞：大木惇夫　作曲：佐藤眞

曲 目 紹 介
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指　揮　　指方　　浩
ピアノ　　大塚　裕子

ソプラノ　尾形　　睦　　指方美智子　　佐野　浩子　　高塚　祐子　　髙橋　邦子
　　　　　滝田みどり　　田中　能子　　中島　道子　　久富　幸永　　平野みどり
　　　　　水島　節子　　

アルト　　飯塚　直子　　今川智恵子　　今道　豊子　　久原岐代子　　小嶋美知子
　　　　　田中　昭子　　長谷川佐紀子　　道向　静香

テノール　青山　義憲　　江頭　　隆　　小方日出雄　　下野　康文　　平尾　眞一
　　　　　益田　　清　　宮崎　　良　　山口　武昭　　横田　建次　　横田　碩稔
　　　　　吉田　聿憲

バ　ス　　石島　昭夫　　金村　一郎　　鎌田　正憲　　河合　昭久　　高林　　弘
　　　　　佃　　鎭雄　　堤　　慶司　　長谷川則昭　　丸田　國生　　宮崎　伸生

プ ロ フ ィ ー ル

プ ロ フ ィ ー ル

　長崎県生まれ。大阪音楽大学作曲学科卒業、同大学大学院修了。近藤圭・平井康三
郎氏に師事。大学院修了後長崎に帰り長崎大学附属中学校、活水高校で教鞭を執る。
その後、新しい音楽教育を求め渡米、音楽指導法をコロンビア大学教授R・ペース氏に
学ぶ。
　現在、指方音楽工房を経営し、ピアノ・音楽指導にあたる傍ら、東京・大阪を始め
全国各地の講習会・研修会で講師を務める。

　作曲作品は合唱曲・器楽曲の他、長与北小学校校歌、長与第二中学校校歌、など十数校の校歌を作曲している。
またその親しみやすいメロディーの歌曲や合唱作品は全国各地で様々な人たちに毎日のように歌われている。
　日本音楽教育学会会員。長崎県音楽連盟会員。長崎ママのコーラス、コーロあやめ指揮者。アンサンブル「浩々」
主宰。

　活水高校音楽コース、フェリス女学院短大音楽科卒、同専攻科修了。ポワティエ夏
季音楽大学参加、修了演奏会出演。長崎県 新人発表演奏会、西日本新人紹介演奏会
に出演。姉とピアノデュオ「デュオ・スール」を結成、連弾、2台ピアノによるアン
サンブルの魅力を追求している。また、合唱の面白さに目覚め、18銀行混声合唱団他、
複数の合唱団の伴奏を行っている。さらに、ヴァイオリンやフルート、声楽の伴奏、
コンクールの伴奏などを行っている。最近の活動としては昨年秋に、マダムバタフラ

イ国際コンクール伴奏、今年3月にデュオ・スール2台ピアノリサイタルを開催した。9月22日に声楽、ギター、
連弾のジョイントコンサートを開催予定。
　長崎純心大学非常勤講師、長崎県音楽連盟、長崎音楽ボランティア協会、ミンストレルコンサートソサエティ
会員。

「平和コンサートinながよ」合唱団　指揮　指
さし

方
かた

　浩
ひろし

（作曲家）

「平和コンサートinながよ」合唱団　ピアノ伴奏　大
おお

塚
つか

　裕
ゆう

子
こ

出 演 者
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　私達合唱部は、各種大会への出演をはじめ、ボランティア訪問演奏等も積極的に行っています。毎
年、長与町で開催されている「平和コンサートinながよ」においては、地域の皆様に日頃の感謝の思
いを込めて演奏しています。県内でも数少ない混声合唱団として、少人数ですが本物の合唱を極めて
いきたいという思いを胸に、ポリフォニーから現代音楽まで様々なジャンルの曲に取り組んでいます。
本日は、心を込めて精一杯演奏させていただきます。

藤田　日和（３）　　松尾　美海（３）　　山野　南人（２）　　堀口　幹太（２）
溝上　大喜（２）　　北川　結依（２）　　山田美津希（２）　　前　友梨香（２）
前蔦智華子（２）　　松本　侑大（１）　　久松　咲季（１）　　前川　芳凜（１）
山崎　美月（１）

指　導　
田中　朋子

　 会場アナウンス　野田　汐音（放送部）

長崎県立長崎北陽台高等学校合唱部・放送部

出 演 者

（　）内は学年
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子どものための
弦楽器講座

「平和コンサート
　inながよ」合唱団

5月からの練習の一コマです♬

11



　平成21年に始まった「子どものための弦楽器講座」も今年で9年目を迎えます。今回は小学校低学
年以下の子ども達が多く、総勢18名の講座はいつも賑やかです。
　楽器と弓の持ち方、弾く時の正しい姿勢、楽譜の読み方など、5月からたくさんのことを勉強して
きました。自分が手にする楽器から初めてきれいな音が出たときの喜びから、もっときれいな音を出
したい、メロディを奏でたいという気持ちが生まれていきます。
　今日の舞台では、きっと皆様にも音楽の楽しさを感じていただけることと思います。小さなヴァイ
オリニストたちの晴れ舞台に、あたたかいご声援をお願いいたします。

子どものための弦楽器講座

曲 目 解 説

「さいた　さいた　チューリップの花が」の歌い出しで親しまれる童謡『チューリップ』。まず主旋律
が豊かなハーモニーに包まれ、1音1音ゆっくりと響かせて演奏され、続く第1変奏では3拍子のワルツ
に乗って生き生きと楽しいリズムに変わります。第2変奏はマーチのテンポで歯切れよく夢に向かっ
て元気よく進む感じで、そしてラストは「どの花みてもきれいだな」と個性溢れる一人ひとりが生か
される平和な世界への願いを込めて、子ども達のために編曲しました。弦楽器講座受講生の皆さん、

「あかしろきいろ」自分の色を輝かせて弾いてください。

チューリップ変奏曲　	 作詞：近藤宮子　作曲：井上武士　編曲：指方浩

「平和コンサートinながよ」は2000年8月9日この曲の全曲演奏で始まりました。今日はこのコンサー
トを生み出した「歓喜の歌」のテーマを、弦楽器講座受講生の皆さんが高らかに演奏します。穏やか
に主題がユニゾンで演奏された後、華やかにそして力強く演奏されるところでは皆さんも一緒に歌い
たくなることと思います。世界平和を願い、17年ぶりに「よろこびのうた」がここ長与町民文化ホー
ルに響きます。感動のコーダをお楽しみください。

よろこびのうた2017　ベートーヴェン作曲交響曲第九番「合唱付」より	 編曲：指方浩
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受講生　　ヴァイオリン
　　　　　（年少）　西極　翔
　　　　　（年中）　安樂　友那　　有働　　藍
　　　　　（年長）　西極　海翔　　西極　陸翔
　　　　　（小１）　小林　　椿　　Sharma　Jay
　　　　　　　　　恒吉　凜香　　中村　　彩　　溝上　琴乃
　　　　　（小２）　鶴　　菜月
　　　　　（小３）　濵本　　好
　　　　　（小４）　鶴　　侑樹　　永田　杏珠
　　　　　（小５）　平山　彩花
　　　　　（小６）　田中心咲乃　　林　　真央

　　　　　チェロ
　　　　　（小１）　岩木　寧々

指導者　　指　揮　　　　齊藤　　享
　　　　　ピアノ　　　　西川小夜子
　　　　　ヴァイオリン　西川　　浩　　梶　　耕輔　　山本　博子
　　　　　　　　　　　　渡邊到紫子　　時津　仁美
　　　　　チェロ　　　　貞松　末一

プ ロ フ ィ ー ル

　4歳よりヴァイオリンを始める。国際スズキ・メソード音楽学院卒業。1992年フィラ
デルフィアに留学。グレン・ドーマン博士の人間能力開発研究所にてヴァイオリン指
導も行う。
　これまでに安田広務、鈴木鎮一、ジュリアン・マイヤーの各氏に師事。1996年スズキ・
メソード長崎支部を開設、子ども達の指導にあたる。ＯＭＵＲＡ室内合奏団に所属。
　2010年から毎年8月9日、長崎の平和祈念式典において、被爆者歌う会『ひまわり』

の伴奏を務める。長崎県音楽連盟会員。長崎音楽ボランティア協会会員。その他、イベント会場や披露宴、チャ
ペル等に於いて、クラシックに限らず多彩なジャンルでの演奏活動を各地で行っている。

子どものための弦楽器講座　指揮　齊
さい

藤
とう

　享
あきら

出 演 者
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　次代の平和コンサートを担う人材を育てたいということで「弦楽器講座」が生まれ、更に発展して
ほしいと結成されました。
　年間４～５回のステージをこなす中で確実に成長しています。スプリングコンサートでの“好きな
人と好きな曲を助け合いながら弾く”といったデュエットは、譜面からの発見や努力だとか責任といっ
た面で成長の跡が窺えます。

「平和コンサートinながよ」ジュネス弦楽アンサンブル

　日本では戊辰戦争があったり、「ええじゃないか」や「トコトンヤレ節」などが流行していた1868年、
ウィーンで初演されました。
　民俗舞踊や民謡風な旋律の中で、ワルツとしての或る種の上品さがあって、一度はステージにかけ
たかった曲です。しかしフルオーケストラでなければ演奏はできないし、中でもハープやツィター等
が必要ですが、何れもピアノに責任を負ってもらいました。
　またこの曲は５つのワルツと122小節に及ぶイントロ、壮大なコーダを持っています。演奏時間も
15 ～ 6分かかると思われますので大幅にカットしました。ただメンバー達は「どんな森だろう」とか、

「どんな物語なの？」と想いを広げて、絵に描いてくれました。ぜひホワイエでご覧ください。

「ウィーンの森の物語」より	 作曲：ヨハン・シュトラウスⅡ

　1961年（昭和36年）、ソ連のガガーリンが人類初の宇宙飛行をして、「空はとっても暗かったが、
地球は青かった」といって話題になった頃、日本では六・八・九のトリオ※が次々とヒット曲を出し
ていました。
※作詞：永六輔、作曲：中村八大、歌：坂本九の三人

　「ひとりぽっちで寂しい」
　「涙がこぼれないよう」
　一人、またひとり、僕の横に来て「涙流すな」
　大勢の人が僕を囲んで伴奏してくれてる。
　クラべスも、ギロも……
　元気が湧いてきた。「涙よさよなら」だよね。
　ワーイ　みんな仲良しなんだ。

　昨年NHK合唱コンクールで歌われたのを機に、イジメの無い社会をめざして取り上げてみました。

上を向いて歩こう　	 作曲：中村八大

曲 目 紹 介
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ヴァイオリン　１期生　　山本　武蔵（高３）　　山本　壮悟（中３）
　　　　　　　４期生　　日高　　慶（小６）　　中島　聡子（小５）
　　　　　　　６期生　　小松　風香（小６）　　安樂　水稀（小５）
　　　　　　　　　　　　小松　涼音（小４）　　酒井日菜子（小４）
　　　　　　　７期生　　本多　陽愛（小５）　　有働　杏奈（小２）
　　　　　　　８期生　　小田川　尊（中１）　　兼松　莉央（小６）　　コリンズ実彩（小４）
　　　　　　　　　　　　森廣　紀保（小４）　　安藝　　遥（小３）　　河本　一翔（小３）
　　　　　　　　　　　　山本　奈央（小３）　　篠原　愛奈（小１）　　中野　　弾（小１）

チェロ　　　　３期生　　荒川　水紀（中１）
　　　　　　　６期生　　安樂　隼人（小３）
　　　　　　　８期生　　高尾　千優（小４）

指揮　　　　　西川　浩　　　ピアノ　　西川小夜子

ご指導いただいた先生方
　　　　　　　齊藤　　享　　貞松　末一　　梶　　耕輔　　渡邊到紫子
　　　　　　　山本　博子　　西川小夜子　　大津　順子

プ ロ フ ィ ー ル

　1934年長崎市に生まれる。5歳の時、父からヴァイオリンの手解きを受ける。長崎西
高等学校を経て、國學院大学文学部史学科を卒業。公立中学校教諭、音楽科担当。弦
楽合奏・合唱・吹奏楽・マンドリン合奏等指導。その間長崎県吹奏楽連盟理事長・九
州吹奏楽連盟副理事長を歴任。嬉里郷在住。

「平和コンサートinながよ」ジュネス弦楽アンサンブル　指揮　西
にし

川
かわ

　浩
ひろし

出 演 者
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永留　結花（Flute）
　長崎県大村市出身。武蔵野音楽大学音楽学部
フルート専攻科卒業。同大学卒業演奏会、新人
演奏会に出演。第34回長崎県新人発表演奏会に
出演、準グランプリ受賞。平成21年、22年度長
崎市アウトリーチ事業登録アーティスト。第59
回西日本国際音楽コンクール最高位受賞。

　これまでにフルートを濵砂由美子、中山早苗、吉岡アカリの各
氏に、室内楽をカールマン・ベルケシュに師事。現在、OMURA
室内合奏団団員。活水高校音楽コース非常勤講師。フルートデュ
オ「La×pan」、インストバンド「Dejima quartet」メンバー。

岡本誓志（Viola）（賛）
　長崎市出身。千葉大学理学部化学科卒。３歳
よりヴァイオリンを始め、弾くんの弾くヴィタ
リ作曲シャコンヌに憧れて、苦しい時も泣きな
がらヴァイオリンを続ける。長崎ジュネス、諫
早交響楽団、長崎北高校オーケストラ部等で合
奏、音楽の楽しさを学ぶ。大学進学を期に、ヴィ

オラを弾いている両親の影響を受けて、また体格の良さを活かし
て、ヴィオラを始める。これまでにヴァイオリンを川口千穂、片
田江智子、松岡洋子の各氏に、ヴィオラを小山貴之氏に師事。第
20回ながさき”若い芽”のコンサートにヴァイオリンで、第42回長崎
県新人演奏会にヴィオラで出演。

田辺清士（Cello）
　愛知県名古屋市出身。９歳よりチェロを始め
る。長崎大学工学部機械システム工学科卒業
後、長崎大学大学院教育学研究科音楽教育専修
を修了。チェロを林良一(元名古屋フィル首席)、
宮田浩久(九州交響楽団)の各氏に師事。県内各
地で室内楽を中心に活動している。OMURA室

内合奏団コントラバス奏者、亀子政孝と低弦アンサンブルBottom 
line stringsを結成し、クラシック曲の演奏のみでなく詩の朗読と
共演する等様々な活動を行っている。OMURA室内合奏団団員。
長崎県音楽連盟会員。2013－2014年度長崎市アウトリーチ事業登
録アーティスト。

　長崎県央に位置するシーハットおおむら（さくらホール）を拠点に、プロの室内オーケストラとして、
県内在住及び出身演奏家等を中心に結成。
　ゲストアーティストの迫昭嘉/ピアノ・指揮、松原勝也/ヴァイオリン、久保田巧/ヴァイオリン、豊
嶋泰嗣/ヴァイオリン、川本嘉子/ヴィオラといった日本屈指の演奏家を登録し、その指導や共演によ
る演奏力や音楽性の向上に努めながら質の高い室内オーケストラを目指している。
　2004年4月の正式発足以来、定期演奏会のほか県内各地のホールだけに留まらず教会や寺院などにお
いてのコンサートも展開している。
　2005年に韓国のオーケストラと開催した「日韓合同交流音楽会」で初の海外公演を成功させ、2008
年5月には世界的チェリスト「アントニオ・メネセス」とも共演。学校を対象にした「アウトリーチコ
ンサート」や「ブラスクリニック」などの青少年育成事業にも精力的に取り組んでいる。
　第25回長崎県地域文化章受章。大村市体育文化センター（シーハットおおむら）の平成22年度「地
域創造大賞（総務大臣賞）」受賞にも大きく寄与した。2011年12月より特定非営利活動法人　OMURA
室内合奏団（NPO）となる。2014年11月に平成26年「県民表彰 優良団体（教育文化）」を受賞。

ＯＭＵＲＡ室内合奏団メンバー

　1777年に作曲されたこの曲は、フルートのもつ華や

かさ、煌びやかな音色が充分に生かされた作品。

　第１楽章はアレグロ、４分の４拍子。冒頭の主題が

歌い出したとたんに心が捉えられる。その後も魅惑的

なメロディーが次々と出てくる。フルートの駆け抜け

るように爽やかな旋律を弦楽器があたたかく包み込む。

　第２楽章はアダージョ、４分の３拍子。

弦楽器群がピチカート（弦を指ではじく奏法）で伴奏し、

終始フルートが旋律を演奏する。しっとりと悲しみを

ただよわせる、甘美な楽章。

　第３楽章はロンド、４分の２拍子。軽妙なロンド主

題で始まり、第一副主題は、まるでロンド主題部の中

の副主題のような地位にある。第二副主題部ははっき

りと調も雰囲気も変えてわかりやすくなっているが、

ここでもやはりロンド主題部の要素を忍び込ませてあ

る。ロンドによくある組曲めいた印象は全くなく、逆

に全体として非常に統一感の強い曲になっている。

 フルート四重奏曲第1番 ニ長調K285
作曲：モーツァルト

フルート　永留　結花　　ヴァイオリン　中西　　弾
ビオラ　　岡本　誓志　　チェロ　　　　田辺　清士　

メ ン バ ー

演 奏 曲 目

出 演 者
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　弦楽アンサンブルは、長与町内外より情熱のあるメンバーが集い、5月から練習を開始しました。
弦楽器のもつ豊かな響きや奥行きを追求し、個々のレベルは関係なく、どうしたら1つの作品の中に
自分の音を溶け込ませることができるか、立体感のある音楽にできるかをメンバーみんなで様々なア
イディアを出しながら高めてきました。今年はメンデルスゾーン作曲の「弦楽のためのシンフォニア
第２番」を演奏します。

「平和コンサートinながよ」弦楽アンサンブル

 　『弦楽のためのシンフォニア』は、メンデルスゾーンが12歳から14歳にかけて作曲し、全部で13曲ある。
バッハの影響を受けながら、多彩な旋律、高度な対位法と和声を用いた優れた作品集。
　今回演奏する第2番は若々しくフレッシュなメンデルスゾーンを想像させ、弦楽器特有の色彩感、奥
行き、音色の豊かさを余すところなく出せる魅力的な作品になっている。
　1楽章 Allegro
　2楽章 Andante
　3楽章 Allegro vivace

  弦楽のためのシンフォニア第2番	 作曲：フェリックス・メンデルスゾーン

コンサートマスター　　中西　　弾
第一ヴァイオリン　　　安樂　水稀　　岩永　実波　　野口　明子
　　　　　　　　　　　日高　　慶　　齊藤　　享
第二ヴァイオリン　　　浦川　周二　　佐藤紀代子　　杉本　裕子
　　　　　　　　　　　森　　綾香　　時津　仁美　　藤丸　哲司
ビオラ　　　　　　　　岩永　雅子　　日高　　聖　　渕上康一郎
チェロ　　　　　　　　安樂　隼人　　倉田須和子　　得田　有里

プ ロ フ ィ ー ル

　福岡教育大学音楽科芸術コース卒業。長崎県新人発表演奏会、西日本出身新人紹介
演奏会に出演。第10回宮日音楽コンクールにて優秀賞を受賞。川口千穂、故松村英夫、
松野弘明、豊嶋泰嗣の各氏に師事。アルカスSASEBOのヴァイオリンセミナーを毎年
受講。2009年イギリスにてコッツウォルズ男声合唱団創立60周年記念コンサートにバッ
ハストリングアンサンブルメンバーとして参加。2006 ～ 2009年、ピアノ、アコーディ

オン、ヴァイオリンによるアコースティックバンドRingin' Bells Rondo Clubに在籍。現在、九州を中心にソロ、
室内楽、オーケストラなどで活動中。OMURA室内合奏団団員。

「平和コンサートinながよ」弦楽アンサンブル　コンサートマスター　中
なか

西
にし

　弾
だん

曲 目 紹 介

出 演 者
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なつかしき河よ　モルダウの
清き流れは　わが心
うつくしき河よ　モルダウの
青き水面は　今もなお
流れにやさしく　陽は注ぎ
さざなみはいつも　歌うたい
岩にあたり　しぶきあげて　渦をまく

豊かな流れよ　モルダウの
広き水面は　今もなお
春には岸辺に　花開き
秋には黄

こ が ね

金の　実を結ぶ
愛の河よ　しぶきあげて　流れゆく

豊かな流れよ　モルダウの
広き岸辺に　狩をする

今日も響く　角笛高く
人は駆ける　獲物求めて
銃
つつ

の音は　森にこだまし
岸辺に湧く　喜びの歌
ラララララ　ラララララララ

月の出とともに　村人は
今日の恵みを　祝い踊る
なつかしき河よ　モルダウの　岸辺には
豊かな幸

さち

が　満ちあふれ
人の心は　いつまでも
この河の　流れと共にゆく
わがふるさとの　この河モルダウよ
わがふるさとの　この河モルダウよ

心の中に　ひとつの予感
影をなす　不安と焦りのかなたに
光あふれる　美しい世界が広がる
今　乾き切った大地に　一本の苗を　植えよう
希望と愛を託して　一本の苗を　育てよう

心まで　干涸びさせてはいけない
若くしなやかな力を　失ってはいけない
明日は私たちの　手の中にあるのだから

心の中で　ふくらむ予感
迫り来る　試練と嵐のかなたに
緑さやかな安らぎの　世界が広がる
今　勇気を持って大地に
一杯の水を注ごう
平和と夢を託して
一杯の水を　汲み出そう

遠く離れて　故郷思う　父の声にも似て
遠く離れて　故郷思う　母の声にも似て

おお　鳥たちよ　平和歌え　愛しい故郷よ
私も歌う　鳥たちと　この生きる喜び

おお　戦争で奪わないで　この胸のトキメキ
私も歌う　鳥たちと　この生きる喜び

モルダウ
作曲：B.スメタナ　作詞：岩河三郎　編曲：岩河三郎

鳥の歌 カタルーニャ民謡
編曲：P.カザルス　作詞：長田好弘　合唱編曲：指方浩

予感　作詞：片岡輝　作曲：大熊崇子

2017平和コンサート　　  inながよvol.18 歌詞集
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母なる大地のふところに　われら人の子の喜びはある
大地を愛せよ　大地に生きる人の子ら　その立つ土に感謝せよ

平和な大地を　静かな大地を　大地をほめよ　たたえよ土を
恩寵のゆたかな大地　われら人の子の　大地をほめよ　たたえよ　土を
母なる大地を　たたえよ　ほめよ　たたえよ　土を
母なる大地を　ああ　たたえよ大地を　ああ

1．	うさぎ追いし彼の山

	 こぶな釣りし彼の川

	 夢は今もめぐりて

	 忘れがたきふるさと

2．	いかにいます父母

	 つつがなしやともがき

	 雨に風につけても

	 思いいづるふるさと

JASRAC 出 1707486−701

3．	志をはたして

	 いつの日にか帰らん

	 山は青きふるさと

	 水は清きふるさと

大地讃頌　作詞：大木惇夫　作曲：佐藤眞

ふるさと　作詞：高野辰之　作曲：岡野貞一

2017平和コンサート　　  inながよvol.18 歌詞集
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JASRAC 出 1707486−701
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「平和コンサートinながよ」
ジュネス弦楽アンサンブル

「平和コンサートinながよ」
弦楽アンサンブル

5月からの練習の一コマです♬
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MC／吉田眞知子　　　会場アナウンス／長崎県立長崎北陽台高等学校放送部
◎主催：長与町・長与町教育委員会　◎共催：長与町文化協会

P R O G R A M

❶ 町長挨拶

❷ あなたに会えて…
ひまわりの約束
情熱大陸

長与町立高田中学校吹奏楽部
指　揮　　　　中谷恵里子
ヴァイオリン　中西　　弾

❸「平和の詩」朗読 朗　読
　長崎県立長崎北陽台高等学校生徒（２名）
　長崎市立長崎商業高等学校生徒（２名）
バックコーラス
　長崎県立長崎北陽台高等学校合唱部

❹ モルダウ
鳥の歌 カタルーニャ民謡
予感
大地讃頌

合　唱　　　　「平和コンサートinながよ」合唱団
　　　　　　　長崎県立長崎北陽台高等学校合唱部
指　揮　　　　指方　　浩
ピアノ　　　　大塚　裕子
ヴァイオリン　中西　　弾

休　　　憩（10分間）

❺ チューリップ変奏曲
よろこびのうた2017

子どものための弦楽器講座　受講生
指　揮　　　齊藤　　享
ピアノ　　　西川小夜子

❻ 上を向いて歩こう
「ウィーンの森の物語」より

「平和コンサートinながよ」ジュネス弦楽アンサンブル
指　揮　　　西川　　浩
ピアノ　　　西川小夜子

❼ フルート四重奏曲第1番 ニ長調K285 OMURA室内合奏団メンバー
永留　結花、中西　弾、田辺　清士、岡本　誓志（賛）

❽ 弦楽のためのシンフォニア第2番 「平和コンサートinながよ」弦楽アンサンブル
コンサートマスター　　中西　　弾

❾ 長与町町歌「明日をひらく」 長与町立高田中学校吹奏楽部
長崎県立長崎北陽台高等学校合唱部
「平和コンサートinながよ」合唱団
「平和コンサートinながよ」弦楽アンサンブル
「平和コンサートinながよ」ジュネス弦楽アンサンブル
OMURA室内合奏団メンバー
指　揮　　　指方　　浩
ピアノ　　　大塚　裕子

❿ ふるさと 平和コンサート出演者一同
指　揮　　　指方　　浩
ピアノ　　　大塚　裕子


